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産婦人科外来で取 り扱 う比較的軽症な感染症に対す る

T-3262の 使用成績

舘 野 政 也

富山県立中央病院産婦人科*

T13262に つ いて臨床検討を行ない次の結果を得た。

1)8例 の産婦人科領域感染症(感 染流産1例,バ ル トリン腺炎1例,パ ル トリン腺膿瘍1例,

外陰部膿瘍1例,直 腸腱ろうの感染1例,骨 盤腹膜炎1例,お よび乳腺炎2例)にT-3262が 投与

され,全 例に自他覚的症状の改善がみられ,有 効率は100%で あ った。

2)細 菌学的には,検 出されたEnterococcus faecalis, Bacteroides corporisに 有効であっ

た。

3)副 作用,臨 床検査値の異常は8例 中1例 にも認められなかった。
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産婦人科領域における感染症の中で殊に骨盤内感染症

や子宮附属器炎な どの場合には,特 別な場合,例 えば

Douglas穿 刺な どに よ り骨盤内容物の採取できる場合

は別として,そ れら臓器の位置的関係から起炎菌の証明

が不可能な場合が多く,感 染症と思われる症例に対する

治療に当っては使用する抗菌物質の選択に迷 う場合が少

なくない。そこで,こ れら感染症の治療に当っては広範

囲抗菌スペクトラムの抗菌物質の使用を余儀なくさせら

れる。

T-3262は 富山化学工業(株)で 開発された新しいピリ

ドソカルボン酸系抗菌物質であり,グ ラム陽性菌,グ ラ

ム陰性菌および嫌気性菌に対し広範囲な抗菌スペクトラ

ムを有 し,強 い抗菌力を示すことが報告されている1)。

今回,産 婦人科外来において取扱 うことの多い比較的

軽症の感染症に対して,T-3262を 臨床応用す る機会を

得たので少数例ではあるが報告 したいと思 う。

1.対 象および方法

外来で治療の対象とした感染症症例は8例 で,そ の内

訳は感染流産,バ ル トリン腺炎,パ ル トリン腺膿瘍,外

陰部膿瘍,直 腸膣ろうの感染,骨 盤腹膜炎の各々1例 お

よび乳腺炎2例,計8例 である。

T-3262の 投与方法は,1錠150mgを1日3回 食後

に投与 し,投 与期間は5日 ～7日 間であった。

菌の分離は夫々感染部位よりの膿などを培養 して行な

った。

臨床効果は症状の推移,白 血球数,血 沈値,CRP値

などを参考として総合的に判定 した。

安全性は自他覚症状ならびに血液検査 肝 ・腎機能検

査の異常値の有無から検討を行なった。

II.成 績

今回,比 較的軽症の産婦人科感染症 に使用 したT-

3262の 臨床成績はTable1の 如 くである。1例 の感染

流産(No1)で は下腹部痛,圧 痛の改善などの臨床効果

が認められ有効とした。3例(No2,3,4)の 外陰部感

染症(パ ル トリン腺炎,パ ル トリン腺膿瘍,外 陰部膿瘍

各1例)に 対 してはいずれも臨床的に有効であった。ま

た分娩後の直腸腔ろ うの感染(No5)で は 治療後,発

赤,腫 脹,疹 痛は軽減し,本 剤の有効性が示唆された。

下腹痛を主訴とする骨盤腹膜炎(No6)に 対 しても本剤

は有効であ り,治 療後これらの自覚症状は軽減した。ま

た,2例 の乳腺炎(No7,8)に 対 しても本剤による治

療後,発 赤,腫 脹,疹 痛などの自覚症状はほぼ消失し,

8例 全例に有効であった。

細菌学的検討では,8例 中2例 で起炎菌が検出され,

Enterococcus faecalis (No2), Bacteroides corporis

(No5)の 消失が認められた。

副作用,お よび臨床検査値の異常は8例 中1例 にも認

められなかった。

III.考 按

産婦人科領域で取扱う感染症は尿路感染症をはじめと

して極めて多く,し かも骨盤腹膜炎や子宮附属器炎など

は起炎菌に結びつ く菌の証明は不可能である場合が多

い。 しか し起炎菌としてはEscherichia coliが 主役を

なしている場合が最も多く,こ の点からいえば,グ ラム

*〒930富 山市西 長江2-2-78



VOL.36 S-9 産婦人科外来でのT-3262の 使用成績 1239



1240 CHEMOTHERAPY DEC. 1988

陰性桿菌に感受性の高い抗菌物質の使用を先ず第1と す

ぺ きであ ろ う。 その他,検 出される菌としてはKleb-

siella pneumoniae,Epecalisさ らに最近はStaphy-

lococcus aureusな どが多くなっている2)。また,投 与

薬剤に関 しては臓器内濃度分布の問題も重要であるが,

最近の抗菌物質は本剤も含めて子宮内膜筋層,子 宮附属

器あるいは骨盤死腔液などへの到達性も優れていること

が知 られており1,3～5),勿論,今 回の治療の主体 となった

外陰や乳房への到達度も高いものと考えられる。比較的

軽症では あるが,8例 の感染症に対 して全例有効であ

り,本 剤は外来患者の感染症に対して気軽に使用できる

抗菌剤と考えられる。
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T-3262 IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

MASAYA TATENO

Department of Obstetrics and Gynecology, Toyama
Prefectural Central Hospital

2-2-78 Nishinagae, Toyama-shi 930, Japan

We carried out clinical studies on T-3262 with the following results.
1) T-3262 was administered to 8 patients with gynecological  infections: abortion (1 patient),

bartholinitis (1), Bartholin's abscess (1), vulvar abscess (1), fistula rectovaginalis infection (1),

pelvioperitonitis (1) and mastitis (2). Improvement in subjective and objective symptoms was observed
in all patients and the overall efficacy rate was 100%.

2) The bacteriological response was effective against Enterococcus faecalis (1 strain) and Bacte-
roides corporis (1 strain), which were identified as causative organisms.

3) No side effects or abnormal laboratory findings were noted.


